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令和 7年 5月 21日

建設業労働災害防止協会 熊本県支部長 殿

熊 本 労 働 局

建設業における労働災害防止対策の徹底について (緊急要請)

日頃より労l動安全衛生行政の推進につきましてご協力を賜っており厚くお礼中し上げます。

さて、熊本県内における労働災害は関係各位のご尽力により長期的には減少しており、昨年は

死亡災害が全産業で 6名 (う ち、建設業 2名 )と過去最少となりました。
しかし、本年に入り建設業においては 4月 までに4名の尊い命が失われており大変憂慮すべき
事態となっています。この死亡災害 4名のうち 3名が土木工事業においてのものであり、その発
生状況を見ますと、車両系建設機械の使用に当たって作業計画の策定及び立入禁止措置を行わな

かったもの、土砂崩壊の危険性がある溝掘削作業において土止め支保Iを使わなかったもの等、
基本的な安全対策が徹底されていない状況が認められるところです。また、死亡された労働者の

年齢を見ると、50代と 60代の高年齢労働者の災審がある一方で、20代の若年労働者の災害も
あるところです。 (房電添 1表面か照)

加えて、今年もこれから暑い日が続くことが予想され、熱中症の危険性が高まることから本年

6月 1日 から施行される熱中症の重篤化防止についての対策等も求められるところです。 lttli添
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以上を踏まえ、熊本労働局では、今和 7年 5月 20日から同年 7月 19日 までを期間とした
『建設業 (土木工事業等)における死亡労働災害多発緊急警報』

を発令しました。

つきましては、貴脇会におかれては、この警報発令期間中において、会員事業場に対し、特に

下記の安全衛生対策・活動の実施について囲添 1のリーフレット (裏面)を活用し周知していた
だき、建設業における労働災害防止対策の徹底が図られますようご協力をお願いいたします。

言己

1.リ スクアセスメントの実施によるリスク低減対策を講じた安全作業の徹底
2.車両系建設機械等の転倒・転落防止対策及び周遊労働者との接触防止対策の徹底
3,土止め先行工法に関するガイ ドラインに基づく土砂崩壊防止対策の徹底
4.型枠支保Iの組立て・解体作業における作業主任者の選任及びその職務の徹底
5。 若年労働者への雇い入れH寺等の安全衛生教育の徹底

6.加齢に伴う労働災害発生リスクに対応した高年齢労働者の安全衛生対策の徹底
7.熱中症の重篤化防止対策及び予防対策の徹底
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建設業 (土木工事業等)における
死亡労働災害多発緊急肇報発令中 !

【発令期間 :令和フ年5月 20日から同年7月 19日まで】 剛

熊本県内の令和 7年の建設業における死亡災害は、 4月 末時点で4人 (前年同期 0人 )
となっており、大変憂慮すべき事態となっています。また、 4人のうち 3人が土木工事業
においてのものです。
このため、熊本労働局では、建設業、特に土木工事業における労働災害防止対策を徹底
するため、特に留意いただきたい事項を裏面のとおり取りまとめました。
各事業場においては、安全衛生活動の点検をお願いします。

死亡災害の概要

発生月 :1月
業種 :土木工事業
年齢 :60代

事故の型 :激突され
起因物 :車両系建設機械

(ド ラグ・ショベル)

0災害発生状況
工場敷地内の整地工事において、手
工具により地ならし作業を行っていた

労働者が、後進 してきた ドラグ・ショ
ベルに激突されたもの。

発生月 :2月
業種 :そ の他の建設業

年齢 :60代

事故の型 :墜落 。転落
起因物 :車両系建設機械

(ド ラグ・ショベル)

●災害発生状況

くり畑で横転 した ドラグ・ショベル

のヘッドガー ドと運転席の間に被災者
が横わたっているところを発見され、
死因は外瘍性のものであった。

●災害発生状況
2人でコンクリー ト擁壁を挟み込み、
根本付近の型枠材をハンマーで叩いて
いたところ、被災者側にコンクリー ト

擁壁が倒壊 し下敷きとなる。

発生月 :4月
業種 :土木工事業
年齢 :20代

事故の型 :崩壊・倒壊
起因物 :建築物・構築物

発生月 :4月
業種 :土木工事業
年齢 :50代

事故の型 :崩壊・倒壊
起因物 :地山・岩石

0災害発生状況
造成工事において掘削作業中、深さ
3～ 4mの掘削箇所に進入 していたとこ
ろ、片側切面の上砂が崩壊 し2名が被
災 し、うち 1名が生き埋めとなり死亡。

①建設機械に戦かれる。

②建設機械とともに転落する。

③型枠の取り外し作業中、コンクリート擁壁が倒壊し下敷きとなる。

④深さ3mの掘削箇所にて作業中、土砂崩壊が発生し生き埋めとなる。

厚生労煙〕省 熊本労働局労働基準部健康安全課
ひと、くらし、ひらいのために
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建設業の労働災害を防止しましょう !

チェック項:目 (できてぃる場合にチェックしてください)

１

　

　

２

　
　
３

　
　
４

　
　
５

　

　

６

７

　

　

８

　

　

９

(点検実施日  年  月  日)

高さ2メ ートル以上の場所で作業を行う時に、幅40センチ
メートル以上の作業床、高さ85センチメートル以上の手すり、
中さん等の設置、開口部への園い及び墜落幣u止用器具等を使用
していますか?

はしごや脚立等を使用する時に、はしごの上部、下部の固定状

況などの確認や転位防止、開き角度を75度以下にする等の措置
を行っていますか?

建設機械やクレーン等を使用する時に、周囲の作業員と接触さ
せないために柵等による作業半径内の立入禁止や誘導員を配置
する等の措置を行っていますかつ

建設機械で作業する時に、掘削箇所周辺の地質の状況、埋設物

等の有無の調査を行い、その結果をもとにした安全な作業計画
を作成し、作業者全員に同知していますか?

建設機械の運行経路について、路肩の崩壊の防止や、地盤の不

動沈下を防止すること等の措置を行っていますか?

建設機械の転倒又は転落のおそれのある場所で建設機械を使用

する時に、転倒時保護構造を有し、かつ、シートベルトを備え

たものを使用していますか ?また、運転者にシートベルトを使
用するよう教育していますか?

明り掘削の作業において、地山の崩壊又は土石の落下により労

働者に危険を及ぼすおそれがある時に、あらかじめ、土止め支

保正を設け、防護網を張り、労働者の立入りを禁止する等の危

険を防止するための措置を行つていますか ?

クレーン機能付きの建設機械で荷のつり上げ作業を行う時に、

小型移動式クレーン等の資格を持った有資格者に操作を行わせ、

定格荷重を超えないようにクレーンモードにしていますか ?

若年労働者への雇い入れ時等の安全衛生教育及び加齢に伴う身

体・精神機能の低下による労働災害発生リスクに対応した高年

齢労働者の安全衛生対策を行っていますか?

暑さ指数の把握とその値に応じた熱中症予防対策及び熱中症の

重篤化を防止する対策 (報告体制、手順作成、関係労働者への

周知)を行っていますか?
10



添 2

「
御7年 6月 1日に 職場における

熱中症対策の強化について

0
改正労働安全衛生規則が

施行されます 」

厚生労働省

熱中症による死亡災害の多発を踏まえた対策の強化について

。死亡災害が 2年連続で30人レベル。

・熱中症は死亡災害に至る割合が、他の災害の約 5～ 6借。

・死亡者の約 7割は屋外作業であるため、気候変動の影響

により更なる増加の懸念。

ほとんどんヾ

「初期症状の放置。対応の遅れ」

職場における

熱中症による死亡災害の傾向

基本的な考え方

「熱中症の自覚症状がある作業者」や

「熱中症のおそれがある作業者を見つけた者」が

その旨を報告するための体制整備及び関係作業者

への周知。

※報告を受けるだけでなく、職場巡視やバディ制の採用、ウェアラブリレ

デバイス等の活用や双方向での定期連絡などにより、熱中症の症状

がある作業者を積極的に把握するように努めましょう。

早急に求められる対策

「職場における熱中症予防基本対策要綱」や「STOPI

熱中症クールワークキャンペーン実施要綱」で実施を求

めている事項、現場で効果を上げている対策を参考に、

現場において

死亡に至らせない

(重篤化させない)ための

適切な対策の実施ねヾ必要。

現場における対応

熱中症のおそれぬヾある労働者を早期に見つけ、その状況に応じ、

迅速かつ適切に対処することにより、熱中症の重篤化を防止するため、

収下の「体制整備」、「手順作成」、「関係者への周知」が

事業者に義務付けられます。

■ 熱中症のおそれがある労働者を把握した場合に

迅速かつ的確な判断が可能となるよう、

①事業場における緊急連絡網、緊急搬送先の連絡先

及び所在地等

②作業離脱、身体冷却、医療機関への搬送等熱中症

による重篤化を防止するために必要な措置の実施

手順(フロー図①②を参考例として)の作成及び関係

作業者への周知

>>

■

対象となるのは

「WBGT28度以上又は気温31度以上の環境下で
連続 1時間以上又は1日 4時間を超えて実施」が見込まれる作業

※作業強度や着衣の状況等によっては、上記の作業に該当しない場合であっても熱中症のリスクが高まるため、上記に準じた対応を推奨する。

※なお、同一の作業場において、労働者以外の熱中症のおそれのある作業に従事する者についても、上記対応を講じることとする。

見つける 処する



職場における熱中症対策の強化について  0 厚生労働省

※これはあくまでも参考例であり、現場の実情にあつた内容にしましょう。

熱中症のおそれのある者を発見

異常等あり
意識の異常等

異常等なし

できない できる

↓

医療機関までの搬送の間や経過観察中は、一人にしない。

(単独作業の場合は常に連絡できる状態を維持する)

回復

熱中症のおそれのある者を発見

作業離脱、身体冷却

医療機関までの

搬送の間や

経過観察中は、

一人にしない。

(単独作業の場合は
常に連絡できる状態を

維持する)

回復

回復後の体調急変等により症状が悪化するケースがあるため、

連絡体制や体調急変時等の対応をあらかじめ定めておく。

熱中症が疑われる症状例

【他覚症状】
お、らつき、生あくび、失神、大量の発汗、

痙攣等

【自覚症状】
めまい、筋肉痛・筋肉の硬直(こむら返り)、

頭痛、不快感、吐き気、俗怠感、高体温等

「意識の有無」だけで

判断するのではなく、

①返事がおかしい

②ぼ一っとしている

など、普段と様子がおかしい場合も異常等

ありとして取り扱うことが適当。

判断に迷う場合は、安易な判断は避け、

#7119等を活用するなど専門機関や

医療機関に相談し専門家の指示を仰ぐ

こと。

熱中症が疑われる症状例

【他覚症状】
だ、らつき、生あくび、失神、大量の発汗、

痙攣等

【自覚症状】
めまい、筋肉痛・筋肉の硬直(こむら返り)、

頭痛、不快感、吐き気、倦怠感、高体温等

①返車がおかしい

②ば一っとしている など、

普段と様子がおかしい場合も、熱中症の

おそれありとして取り扱うことが適当。

医療機関への搬送に際しては、必要に

応じて、救急隊を要請すること。

救急隊を要請すべきん半む断に迷う場合は、

#7119等を活用するなど、専門機関や

医療機関に相談し、専F二家の指示を仰ぐ

ことも考えられる。

経過観察
回復しない、症状悪化

回復

回復後の体調急変等により症状が悪化するケースがあるため、

連絡体制や体調急変時等の対応をあらかじめ定めておく。

※これはあくまでも参考例であり、現場の実情にあった内容にしましよう。

熱中症のおそれのある者に対する処置の例 フロー図 0

自力での水分摂取
豊

作業離脱、身体冷却

救急隊要請

医療機関への搬送

熱中症のおそれのある者に対する処置の例 フロー図 0

医療機関への搬送


